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し こ く
１

旅団集合教育「レンジャー」 （１面）

旅団射撃競技会 （２・３面）

令和５年始動 （４面）

年男・年女の抱負 （５面）

主な記事

「レンジャー」帰還

令
和
４
年
度
旅
団
集
合
教
育
「
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
を
担
任
し
た
第
15
即
応
機
動
連
隊

（
連
隊
長

福
井
謙
１
等
陸
佐
）
は
、
善
通

寺
駐
屯
地
に
お
い
て
帰
還
式
を
行
っ
た
。

教
育
参
加
者
は
、
最
後
の
行
動
訓
練
を
終

え
、
家
族
や
大
勢
の
隊
員
が
見
守
る
中
、
担

任
官
か
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
徽
章
を
授
与
さ
れ

た
。身

を
削
る
極
限
状
態
を
耐
え
抜
い
た
隊
員

達
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
充
実

感
や
達
成
感
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
に
な
っ
た

責
任
感
と
誇
り
を
手
に
し
た
。

訓練所感

部
隊

階
級

氏
名

①
教
育
間
を
通
じ
て
得
た
こ
と

②
教
育
間
、
一
番
辛
か
っ
た
こ
と

苦
し
か
っ
た
こ
と

③
教
育
間
を
漢
字
一
文
字
で
表
す
な
ら
？

第
15
即
応
機
動
連
隊

２
等
陸
曹

森
本

正

①
仲
間
の
大
切
さ

②
行
動
訓
練

③
「
苦
」

第
14
後
方
支
援
隊

３
等
陸
曹

曽
我

駿

①
仲
間
と
の
助
け
合
い

②
終
わ
り
が
見
え
な
い
こ
と

（
主
に
第
５
想
定
と
体
力
調
整
２―

１
）

③
「
気
」

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

鈴
木
真
太
朗

①
耐
え
忍
ぶ
心
・
自
身
の
た
め
と
思
っ
て
人
を

助
け
る
心
意
気

②
基
礎
訓
練
（
特
に
体
力
調
整
）

③
「
耐
」

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

瀬
尾

大
輝

①
時
間
の
大
切
さ
・
任
務
に
対
す
る
重
要
性

同
期
の
大
切
さ

②
行
動
訓
練
で
怪
我
を
し
た
こ
と

③
「
心
」

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

森
實

裕
太

①
仲
間
と
の
助
け
合
い

②
行
動
間
の
行
動

③
「
苦
」

中
部
方
面
特
科
隊

３
等
陸
曹

村
岡
真
太
朗

①
ど
ん
な
時
も
諦
め
な
い
気
持
ち

②
バ
デ
ィ
が
原
隊
復
帰
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

③
「
全
」

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

有
川

文
椰

①
忍
耐
力

②
行
動
中

③
「
心
」

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

城
戸

裕
紀

①
ど
ん
な
辛
い
事
、
苦
し
い
事
が
あ
っ
て
も
乗

り
越
え
ら
れ
る
強
い
精
神
力

②
行
動
間
（
特
に
８
想
定
）

③
「
苦
」

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

植
田

直
也

①
同
期
や
バ
デ
ィ
と
の
助
け
合
い

②
行
動
間
の
上
り
坂
を
見
上
げ
た
時

③
「
耐
」

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

岡
藤

軍
太

①
「
我
慢
」
と
「
辛
抱
」

②
家
族
と
連
絡
を
取
る
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と

自
分
の
弱
さ
で
バ
デ
ィ
を
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

③
「
苦
」

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

市
原

英
嗣

①
人
間
力
向
上
（
「
我
慢
」
と
「
辛
抱
」
の
差
を

理
解
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
）

②
怪
我
を
し
基
礎
訓
練
を
満
足
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と

コ
ン
ビ
ニ
で
好
き
な
弁
当
が
な
か
っ
た
こ
と

③
「
萩
」
（
主
任
教
官
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
）

第
15
即
応
機
動
連
隊

陸
士
長

山
下

瑞
稀

①
仲
間
の
大
切
さ

②
行
動
訓
練
で
の
不
眠
と
食
事
制
限
（
日
が
経
つ

毎
に
自
分
の
増
加
食
が
山
の
中
に
置
い
て
あ
る

幻
覚
を
見
る
ぐ
ら
い
辛
か
っ
た
）

③
「
耐
」

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

松
木

義
常

①
辛
い
事
の
上
限
が
伸
び
た

レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
と
し
て
の
知
識

②
第
５
行
動
訓
練

（
戦
闘
隊
長
と
し
て
脱
落
者
を
見
て
い
っ
た
こ
と
）

③
「
耐
」

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

岡
林

航
矢

①
諦
め
な
か
っ
た
ら
何
と
か
な
る
事

②
84
㎜
無
反
動
砲
を
交
代
せ
ず
に
持
た
さ
れ
た
時

③
「
忙
」

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

山
門

一
成

①
気
持
ち
だ
け
で
何
と
か
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

②
仲
間
を
助
け
る
勇
気
を
出
せ
な
か
っ
た
こ
と

③
「
耐
」

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

岡
林

大
輝

①
一
人
一
人
の
力
の
大
き
さ

（
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
で
不
可
能
と
思
え
る
こ
と

も
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
）

自
分
の
弱
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

②
行
動
訓
練
で
次
第
に
重
く
な
る
背
の
う
を
持
っ
た
時

③
「
耐
」

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

田
嶋

航
大

①
忍
耐

②
禁
煙

③
「
志
」

第
14
偵
察
隊

３
等
陸
曹

高
橋

陽
平

①
仲
間
・
同
期
の
大
切
さ

②
最
終
行
動
訓
練
の
潜
入
間

③
「
学
」

善通寺駐屯地に帰還するレンジャー隊員

担任官に対して帰還報告をする隊員
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陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

プロとしての気概を持て

勝利へのこだわりを持て

第
14
旅
団
は
、
１
月
中

旬
か
ら
下
旬
ま
で
の
間
、

高
知
覆
道
射
場
及
び
日
本

原
演
習
場
に
お
い
て
、
令

和
４
年
度
旅
団
射
撃
競
技

会
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
隊
員
及

び
部
隊
の
任
務
に
直
結
す

る
射
撃
能
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

た
。競

技
会
本
番
は
、
こ
の

冬
一
番
の
強
い
寒
気
が
流

れ
込
み
記
録
的
寒
さ
に
見

舞
わ
れ
る
中
、
統
裁
官
要

望
事
項
で
あ
る
「
プ
ロ
と

し
て
の
気
概
を
持
て
」

「
勝
利
へ
の
こ
だ
わ
り
を

持
て
」
「
安
全
管
理
」
を

胸
に
各
部
隊
が
競
技
に
臨

み
日
頃
の
練
成
成
果
を
発

揮
し
て
い
た
。

結
果
は
、
近
接
戦
闘
部

隊
対
抗
の
Ａ
グ
ル
ー
プ
・

警
戒
自
衛
戦
闘
部
隊
対
抗

の
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
も
に
第

15
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊

長

福
井
謙
１
等
陸
佐
）

が
優
勝
し
、
新
編
後
１
年

に
満
た
な
い
第
14
情
報
隊

が
Ｂ
グ
ル
ー
プ
第
三
位
を

収
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

表
彰
式
に
お
い
て
統
裁

官
で
あ
る
遠
藤
旅
団
長

は
、
「
射
撃
は
練
成
を
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
必
ず
練
度

が
高
く
な
る
も
の
で
あ

り
、
計
画
的
か
つ
効
果
的

に
練
度
を
積
み
上
げ
て
い

く
こ
と
が
肝
心
。
引
き
続

き
練
成
し
て
も
ら
い
た

い
。
」
と
総
評
を
述
べ

た
。競

技
会
を
終
え
た
各
部

隊
は
、
今
回
の
結
果
を
踏

ま
え
練
度
向
上
に
努
め
て

い
く
。

令和４年度旅団射撃競技会令和４年度旅団射撃競技会

勝利へのこだわりを持て

プロとしての気概を持て

競技会に臨む隊員 ８９式小銃射撃遠距離目標射撃（狙撃） 分隊戦闘射撃２０式小銃射撃

【

結

果

】

■
部
隊
対
抗
の
部

Ａ
グ
ル
ー
プ

優

勝

第
15
即
応
機
動
連
隊

Ｂ
グ
ル
ー
プ

優

勝

第
15
即
応
機
動
連
隊

二

位

第
50
普
通
科
連
隊

三

位

第
14
情
報
隊

■
個
人
対
抗
の
部

Ａ
グ
ル
ー
プ
（
89
式
小
銃
）

優

勝

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

矢
野

雄
哉

二

位

第
15
即
応
機
動
連
隊

１
等
陸
曹

山
下

辰
雄

三

位

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

朝
日

真
一

Ａ
グ
ル
ー
プ
（
20
式
小
銃
）

優

勝

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

朝
日

真
一

Ａ
グ
ル
ー
プ
（
機
関
銃
）

優

勝

第
50
普
通
科
連
隊

陸
士
長

小
野

将
輝

Ａ
グ
ル
ー
プ
（
分
隊
戦
闘
射
撃
）

優

勝

第
15
即
応
機
動
連
隊

分
隊
長

２
等
陸
曹

時
田

慶
一

小
銃
手

３
等
陸
曹

大
矢

吉
貴

機
関
銃
組
長

３
等
陸
曹

斉
藤

仁

機
関
銃
手

３
等
陸
曹

和
木
本

龍

Ａ
グ
ル
ー
プ
（
狙
撃
）

優

勝

第
50
普
通
科
連
隊

Ｂ
グ
ル
ー
プ
（
89
式
小
銃
）

優

勝

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

角
本

春
一

二

位

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

望
月

未
来

三

位

第
14
偵
察
隊

３
等
陸
曹

本
田

義
幸
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部 内 ・ 外 表 彰

■第１４１期初級陸曹候補生課程

【西部方面混成団長賞】

中部方面特科隊

３等陸曹 田辺 仁

■第１４１期初級陸曹特技課程

【西部方面混成団長賞】

中部方面特科隊

３等陸曹 田辺 仁

詳しくは、第１４旅団ホームページを
ご覧ください。

第14旅団音楽まつりを開催します♪
ＨＰにて一般公募を行っております。
（応募はインターネット応募のみです）

令和４年１２月・令和５年１月

第
14
旅
団
司
令
部
第
１
部
長

（
富
士
学
校
）

２
等
陸
佐

葛
西

成
彦

転

入

東
部
方
面
総
監
部
総
務
部

（
第
14
旅
団
司
令
部
第
１
部
長
）

２
等
陸
佐

高
𣘺

護

令
和
４
年
12
月
１
日
付

防
衛
大
学
校

（
第
14
旅
団
司
令
部
法
務
官
）

２
等
陸
佐

村
田

真
理

中
部
方
面
特
科
隊
長
兼

松
山
駐
屯
地
司
令

（
教
育
訓
練
研
究
本
部
）

１
等
陸
佐

細
川

香
宣

転

出

陸
上
総
隊
司
令
部

日
米
共
同
部
日
米
調
整
官

（
中
部
方
面
特
科
隊
長
兼

松
山
駐
屯
地
司
令
）

１
等
陸
佐

服
部

真
之
介

令
和
４
年
12
月
23
日
付

機
甲
教
導
連
隊
副
連
隊
長

（
第
14
偵
察
隊
長
）

２
等
陸
佐

今
村

正
文

人

事

往

来

第
14
偵
察
隊
長

（
第
72
戦
車
連
隊
）

２
等
陸
佐

堀

慎
也

令
和
４
年
12
月
23
日
付

第
14
旅
団
司
令
部
法
務
官

（
中
央
病
院
）

３
等
陸
佐

宮
崎

慎
也

令
和
４
年
12
月
１
日
付

旅団射撃競技会 Ｐｉｃｋｕｐ Ｐｈｏｔｏ

第１４旅団 検索

応募締切：令和５年２月１０日（金）
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人文字
（中部方面特科隊）

体育訓練
（第１４後方支援隊）

安全祈願
（第１４偵察隊）

二十歳の抱負
（第１４情報隊）

駆け足訓練
（第１４施設隊）

連隊統制駆け足
（第５０普通科連隊）

体育訓練
（第１５即応機動連隊）

行進訓練
（第１４高射特科隊）

安全祈願
（第１４特殊武器防護隊）

水泳訓練
（第１４飛行隊）

練成射撃
（第１４音楽隊）

旅団射撃競技会出陣式
（第１４通信隊）

任務必成祈願
（第１４旅団司令部及び第１４旅団司令部付隊）

令和五年 始 動

令和４年１２月・令和５年１月

第１４旅団隷下各部隊は、令和５年の隊務開始にあたり、それぞれ趣向を凝らした行事や訓練を実施した。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
抱
負
も
「
５
時
ピ
ン
」
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

兎
は
、
寂
し
い
と
死
ぬ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
兎

年
の
寂
し
が
り
屋
な
の
で
５
時
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
ピ
ョ

ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
家
族
の
元
へ
と
帰
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
冗
談
は
さ
て
お
き
、
今
年
も
中
隊
の
戦
力
と
な
れ

る
よ
う
一
所
懸
命
、
任
務
に
邁
進
し
た
い
で
す
。

本
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
の
１
日
も
早
い
終
息
と
、
皆
様
の
御
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

２０２３年 年男・年女の抱負

第
15
即
応
機
動
連
隊

陸
曹
長

内
田

浩

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
、

清
々
し
い
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
度
、
私
は
４
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

「
し
こ
く
」
へ
の
年
男
抱
負
の
お
話
を
賜
り
、
あ
り
が

た
く
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
抱
負
と
し
て
は
、
一
般
的
に
具
体
的
な
方
が
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
何
㎏
減
量
や
、

資
格
を
取
得
す
る
等
々
）
。
で
は
、
私
の
抱
負
と
言
わ

れ
ま
す
と
、
具
体
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
な

に
も
年
男
に
限
っ
た
こ
と
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
昨
年
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
初
孫
に
恵
ま
れ
ま
し
た
の
で

「
か
っ
こ
い
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
為
に
日
々
健
康
に
気
遣
い
、
何
事
に
も
前

向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
意
識
・
努
力
し
、
そ
し
て
妻

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
日
々
労
っ
て
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
兎
に
も
角
に
も
兎
走
烏
飛
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
、
日
々
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
今
年
で
２
度
目
の
年
女
を
迎
え
ま
し
た
。
昨

年
は
、
目
標
と
し
て
い
た
３
等
陸
曹
に
昇
任
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
部
隊
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
「
兎
に
も
角
に
も
何
事
に
も
挑
戦
」
そ
し

て
「
感
謝
」
の
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
兎
に
も
角
に
も
何
事
に
も
挑
戦
」
は
、
自
ら
様
々

な
こ
と
に
興
味
関
心
を
持
ち
視
野
を
広
げ
挑
戦
し
、
新

し
い
知
識
や
経
験
を
身
に
つ
け
る
事
で
活
躍
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
感
謝
」
は
、
陸
曹
と
な
り
仕
事
を
任
さ
れ
る
事
が

増
え
、
日
々
が
学
ぶ
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
を
指

導
し
、
成
長
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
部
隊
の
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
感
謝
を
伝
え
る
こ
と

を
大
事
に
し
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
１
日
１
日
を
大
切
に
過
ご
し
、
充
実
し

た
１
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
私
も
陸
曹
５
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
私
が
陸
曹
と
し
て
や
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
家
族
及
び
部
隊
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。

さ
て
、
私
の
今
年
の
抱
負
は
「
努
力
」
で
す
。

陸
曹
に
な
り
、
職
務
で
は
射
撃
図
操
作
陸
曹
、
上
級
格
闘
指
導
官
と
し
て
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
結
婚
、
第
１
子
の
誕
生
等
非
常
に
忙
し
く
も
充
実
し
た
５
年

間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
及
び
部
隊
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
射
撃
図
操
作
陸
曹
と
し

て
技
能
の
練
磨
、
ま
た
上
級
格
闘
指
導
官
と
し
て
部
隊
格
闘
練
度
の
向
上
等
、

努
力
し
練
磨
し
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
女
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
ほ
ど
、
日
々
あ
わ
た
だ

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
家
庭
と
仕
事
に
力
を
注
げ
る
の
も
家
族

を
は
じ
め
、
部
隊
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
抱
負
は
『
心
身
共
に
整
え
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
実
に
』
で
す
！

こ
の
ご
時
世
で
す
が
健
康
第
一
！
良
い
余
裕
を
も
っ
て
業
務
・
家
事
・
育
児
頑

張
り
ま
す
！

ウ
サ
ギ
年…

傲
慢
に
な
る
こ
と
な
く
、
油
断
し
て
寝
過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
確
実

に
ゴ
ー
ル
？
に
向
か
っ
て
進
め
る
よ
う
毎
日
精
進
し
部
隊
＆
家
庭
の
戦
力
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
々
ご
迷
惑
も
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

私
の
年
男
の
抱
負
は
、
周
り
の
人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
で
す
。
人
を
笑
顔
に

す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
、
常
に
周
り
の
人
を
笑
顔
に
し
、
風
通
し
の
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
一
月
か
ら
陸
曹
教
育
隊
に
入
校
す
る
の
で
方
面
総
監
賞
を
目
指
す
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
陸
上
自
衛
隊
を
、
更
に
は
日
本
を
笑
顔
に
し
て
い
け
る
よ

う
な
自
衛
官
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
多
く
の
人
に
支
え

て
い
た
だ
き
無
事
に
年
男
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
の
抱
負
は
、
第
14
情
報
隊
の
、
主
要
装
備
で
あ
る
ス
キ
ャ
ン
イ
ー
グ

ル
の
イ
ー
グ
ル
＝
鷲
に
ち
な
ん
で
、
「
飛
躍
」
で
す
。
鷲
は
、
大
空
を
高
く
・

は
る
か
遠
く
ま
で
飛
ぶ
鳥
で
す
。
現
在
は
地
誌
陸
曹
と
し
て
、
日
々
業
務
に
邁

進
す
る
中
で
知
識
・
技
術
を
向
上
さ
せ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
鷲
の
様
に
飛
び

回
り
、
小
さ
な
事
も
見
逃
さ
ず
、
し
っ
か
り
と
物
事
を
見
据
え
て
部
隊
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
部
隊
及
び
家
族
に
感
謝
し
つ
つ
２
０
２
３
年
を
充
実

し
た
１
年
に
し
た
い
で
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

周
囲
の
人
た
ち
の
多
く
の
支
え
に
よ
り
、
３
度
目
の
年
男
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
年
男
と
い
う
節
目
を
向
か
え
、
抱
負
と
し
て
「
挑

戦
」
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
対
空
戦
闘
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム
の
対
空
指
揮
情
報
陸
曹
と
し
て

勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
常
に
現
場
を
中
心
に
勤
務
を
し
て
い
る
の
で
、
今

年
は
、
共
通
の
特
技
を
取
得
し
、
自
分
の
技
術
、
技
能
及
び
知
識
を
高
め

て
、
部
隊
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
挑
戦
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
も
仕
事
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
等
で
様
々
な
事
に
挑

戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
人
生
３
回
目

の
年
男
と
な
り
、
今
ま
で
指
導
し
て
頂
い
た
先
輩
の
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

自
分
の
今
年
の
抱
負
は
、
「
家
族
に
感
謝
す
る
」
で
す
。
昨
年
８
月
に

新
た
な
命
を
授
か
っ
た
の
で
す
が
、
仕
事
で
家
族
孝
行
が
ろ
く
に
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
よ
っ
て
、
今
年
は
、
家
族
に
対
し
て
、
今
ま
で
支
え
て
く

れ
た
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
返
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

最
後
に
、
国
防
の
任
務
を
担
う
一
人
の
自
衛
官
と
し
て
、
一
緒
に
仕
事
を

す
る
仲
間
に
「
感
謝
」
を
し
て
、
任
務
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
今
年
の
抱
負
は
「
挑

戦
」
で
す
。
私
は
今
年
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
入
校
予
定
で
あ
り
、
何
事

に
お
い
て
も
挑
み
続
け
る
気
合
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
卯
年
で
童

話
「
兎
と
亀
」
で
は
兎
は
亀
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
兎
が
亀

と
い
う
競
合
者
そ
し
て
そ
の
状
況
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
、
ゴ
ー
ル
と
い
う

目
標
を
見
据
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。
私
は
競
合
者
・
現

状
に
左
右
さ
れ
ず
一
人
の
幹
部
自
衛
官
と
し
て
、
任
務
を
確
実
に
遂
行
す

る
と
い
う
目
標
を
見
据
え
、
そ
れ
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
３
年
も
私
の
抱
負
は
『
プ
ラ
ス

』
で
す
。

初
級
陸
曹
と
し
て
任
務
の
幅
が
広
が
り
、
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い

事
を
経
験
す
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
去
年
は
組
長
を
任
さ
れ
、
自
分
の

課
題
を
見
つ
け
る
と
共
に
自
信
に
繋
が
る
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
経
験
を
『
経
験
』
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
ず
、
研
鑽
を
積
ん

で
自
分
の
『
知
識
』
に
し
て
い
け
ば
、
ど
ん
な
経
験
も
自
分
に
と
っ
て

『
プ
ラ
ス

』
に
な
る
経
験
と
な
り
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に
新
し
い
こ

と
に
も
貪
欲
に
挑
戦
し
て
今
の
自
分
に
『
プ
ラ
ス

』
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
成
長
で
き
る
1
年
に
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
会
報
を
寄
稿
す
る
に
あ
た
っ
て
、
２
０
２
３
年
は
年

男
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
も
う
そ
ん
な
年
齢
に
な
っ
た
の
か
と

考
え
ま
し
た
。
奇
し
く
も
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
か
ら
12
年
目

を
迎
え
て
お
り
、
職
歴
・
年
齢
的
に
も
「
節
目
の
年
で
あ
る
」

と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
抱
負
は
「
飛
躍
」
で
す
。
私
は
准
看
護
師
の

資
格
を
保
有
し
て
お
り
、
職
務
と
し
て
も
衛
生
業
務
全
般
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
部
内
外
に
お
け
る
実
習
に
参
加
で
き
る
機
会
が
大
変
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
自
身
の
実
技
ス
キ
ル
を
磨
く
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
で
す
が
、
今
年
は

「
正
看
護
師
」
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
れ
る
勤
務
年
数
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
、
正
看
護
師

講
座
を
受
講
し
、
自
身
の
知
識
と
技
術
を
成
長
さ
せ
る
と
と
も

に
、
自
衛
官
と
し
て
も
「
飛
躍
」
し
て
い
け
る
様
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
係
陸
曹
と
し
て
勤
務
す
る
中
で
様
々
な
責
任
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
を

逃
す
こ
と
な
く
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
今
年
の
抱
負
は
『
努
力
』
で
す
。

今
ま
で
、
ま
あ
い
い
か
。
と
感
じ
て
い
た
こ
と
、
思
っ
て
い

た
こ
と
、
諦
め
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
で
す
が
、
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
昨
年
は
た
く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
、
家
族
の
支
援
を

い
た
だ
き
、
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
感
謝
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
恩
返
し
を
し
て
い
け
る
よ
う
日
々
精
進
し
、
よ
り

一
層
「
努
力
」
し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
ど
ん
な
時
も
笑
顔

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
「
努
力
」
を
惜
し
ま
ず
、
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
、
一
歩
一
歩
確
実
に
進
ん
で
い
け
た
ら
な
、
と
思
い
ま
す
。

人
の
繋
が
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
得
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
け
る

年
に
し
た
い
で
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

音
楽
隊
に
入
隊
し
て
約
40
年
、
音
楽
を
通
し
て
沢
山
の
出
会

い
や
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
演
奏
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読

ま
せ
て
も
ら
う
と
、
「
感
動
し
ま
し
た
」
「
涙
が
で
ま
し
た
」

な
ど
嬉
し
い
コ
メ
ン
ト
が
多
く
、
な
ん
て
幸
せ
な
仕
事
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
音
楽
を
仕
事
と
し
て
楽
し
く
過
ご
し

た
自
衛
隊
で
の
勤
務
も
あ
と
半
年
で
定
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
今
年
の
抱
負
で
す
が
、
今
ま
で
通
り
「
楽
し
む
」
と
し
ま
す
。

再
就
職
先
も
未
定
で
す
が
、
公
私
共
に
笑
顔
で
プ
ラ
ス
思
考
で

頑
張
り
ま
す
。
皆
様
も
笑
顔
で
、
そ
し
て
健
康
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

市
原

侑
奈

第
50
普
通
科
連
隊

２
等
陸
曹

瀬
戸
山
直
紀

中
部
方
面
特
科
隊

３
等
陸
曹

丸
山

拓
海

第
14
後
方
支
援
隊

３
等
陸
曹

須
田
恵
理
那

第
14
偵
察
隊

陸
士
長

西
川

勇
平

第
14
情
報
隊

２
等
陸
曹

寺
嶋

勇
次

第
14
高
射
特
科
隊

３
等
陸
曹

祖
一

裕
也

第
14
飛
行
隊

１
等
陸
尉

浦
賀

啓
司

第
14
施
設
隊

３
等
陸
曹

岡
﨑

和
也

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊

３
等
陸
曹

門
田

純

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊

２
等
陸
曹

三
宅

優
子

第
14
音
楽
隊

陸
曹
長

東
條

吉
孝

第
14
通
信
隊

３
等
陸
曹

橋
本

知
世

令和４年１２月・令和５年１月

祝☆還暦

α

α

α


